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松
山
市
農
業
委
員
会

会 

長
　
渡
部
　
潤
一
郎

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
引
続
き
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
農
業
は
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ
る
農
家
所

得
の
減
少
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
有
害
鳥
獣
被
害
拡
大
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
、
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）に
よ
る
影

響
、
さ
ら
に
農
協
・
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
改
革
の
推
進
等
、
農

業
を
と
り
ま
く
環
境
は
今
、
大
き
な
変
革
の
流
れ
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
我
が
国
の
食
料
の
安
定
供
給
は
極
め
て
重
要
な

基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
農
業
を
守
り
、
自
立
し
得
る
持
続
可

能
な
農
業
構
造
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
重
要
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
私
を
は
じ
め
48
名
の
農
業
委
員
が

力
を
合
わ
せ
本
市
農
業
の
再
生
に
向
け
、
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を

築
い
て
い
く
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
農
業
者
の
皆
様
方
の
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ
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永田  俊誠
農地（公選）

野本  政彦
農政（公選）

戒能  謙介
会長代理者（公選）

尾形  節夫
農政（公選）

戒能  明久
会長代理者（公選）

土屋  孝雄
農政（公選）

山本  良文
農地（共済）

野間  逸元
農政（公選）

森  映一
農地（農協）

梅岡  伸一郎
農政（公選）

南  耕一
農地（公選）

池田  功
農政（公選）

長野  喜久男
農政（公選）

安永  公志
農地（公選）

友澤  光則
農政（公選）

柴田  常則
農地（公選）

窪田  昌訓
農政（公選）

白石  研策
農地（議会）

小野地区

桑原地区

生石地区

石井地区

垣生地区

道後地区

余土地区

浮穴地区

湯山地区

久米地区

雄郡地区 拓南地区

※地区、氏名、所属部会、選挙選任の別

新農業委員紹介

　

平
成
26
年
７
月
６
日
、
松
山
市
農
業
委
員
会
選
挙
が
行

わ
れ
、
公
選
に
よ
る
委
員
40
名
と
選
任
委
員
と
し
て
、
農

業
団
体
推
薦
に
よ
る
委
員
４
名（
農
業
協
同
組
合
2
名
・

農
業
共
済
組
合
１
名
・
土
地
改
良
区
１
名
）と
市
議
会
推

薦
に
よ
る
委
員
４
名
の
合
わ
せ
て
48
名
の
新
し
い
農
業
委

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

な
お
改
選
後
、
市
長
の
招
集
に
よ
り
7
月
20
日
第
152
回

総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
・
会
長
代
理
者
の
選
任
並
び
に

農
地
部
会
委
員
及
び
農
政
部
会
委
員
の
互
選
、
農
地
部
会

長
・
農
地
部
会
長
代
理
者
・
農
政
部
会
長
・
農
政
部
会
長

代
理
者
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
会
　
長
） 

渡
部
潤
一
郎

（
会
長
代
理
者
） 

戒
能
　
明
久

（
会
長
代
理
者
） 

戒
能
　
謙
介

（
農
地
部
会
長
） 

渡
部
　
泰
明

（
農
地
部
会
長
代
理
者
） 

中
川
　
　
均

（
農
政
部
会
長
） 

池
田
　
　
功

（
農
政
部
会
長
代
理
者
） 

光
田
　
　
勇

農地の売買、贈与、貸借、農業者年金などに関するお問い合わせは、
農業委員または事務局までご相談ください。（農業委員会事務局 TEL 948-6627、6628）

新
役
員

農
業
委
員
改
選
に
よ
る
新
体
制
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渡部  泰明
農地（公選）

玉井  玄典
農政（公選）

光田  勇
農政（公選）

中川  均
農地（公選）

松本  伊勢史
農政（公選）

渡部  潤一郎
会長（公選）

松下  長生
農地（土改）

村井  充人
農政（公選）

篠原  康博
農地（公選）

脇坂  建
農地（公選）

青井  和子
農政（議会）

大塚  啓史
農政（議会）

平岡  量二
農政（公選）

田中  克典
農地（公選）

山田  義弘
農地（公選）

小池  真悟
農地（公選）

渡部  誠
農政（公選）

池田  友邦
農地（公選）

村上  光夫
農地（公選）

中村  石尚
農政（公選）

熊田  誠一
農政（公選）

石丸  正孝
農政（公選）

宮内  光樹
農政（農協）

川端  利典
農地（公選）

梶野  宰
農地（公選）

森山  邦雄
農政（公選）

小笠原  壮一
農政（公選）

寺井  克之
農地（議会）

松岡  長茂
農政（公選）

福島  哲雄
農政（公選）

和気地区

潮見地区

久谷地区

河野地区

神和地区

久枝地区

堀江地区

立岩地区

西中島地区

興居島地区

浅海地区

東中島地区

正岡地区

新浜地区

潮見地区

難波地区

粟井地区

味生地区

和気地区

北条地区

重
松
　
一
広
（
伊
台
地
区
）

白
井
　
一
夫
（
湯
山
地
区
）

辻
田
　
隆
一
（
道
後
地
区
）

宮
内
　
明
治
（
小
野
地
区
）

柿
本
　
　
満
（
久
米
地
区
）

井
門
　
裕
昭
（
浮
穴
地
区
）

西
岡
　
秀
樹
（
石
井
地
区
）

小
林
　
宮
子
（
石
井
地
区
）

和
泉
　
正
輝
（
朝
美
地
区
）

林
　
耕
一
郎
（
興
居
島
地
区
）

石
丸
　
一
志
（
堀
江
地
区
）

安
井
　
和
久
（
堀
江
地
区
）

谷
　
　
裕
司
（
久
谷
地
区
）

藤
岡
　
正
勝
（
久
谷
地
区
）

福
増
　
範
雄
（
久
谷
地
区
）

石
橋
　
勝
年
（
久
谷
地
区
）

砂
野
　
哲
彦
（
久
谷
地
区
）

越
智
眞
之
助
（
北
条
地
区
）

坂
本
　
典
弘
（
難
波
地
区
）

白
石
　
光
利
（
浅
海
地
区
）

白
石
　
忠
治
（
立
岩
地
区
）

得
居
　
　
博
（
河
野
地
区
）

黒
田
　
隆
介
（
東
中
島
地
区
）

野
中
　
儀
一
（
東
中
島
地
区
）

田
中
　
　
良
（
東
中
島
地
区
）

山
本
　
昭
宏
（
東
中
島
地
区
）

土
井
　
克
幸
（
西
中
島
地
区
）

　
任
期
満
了
に
よ
り
次

の
委
員
の
方
々
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に

　

な
り
ま
し
た
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全国農業新聞
営農に役立つ情報が満載 !

○発 行 日　毎週金曜日
○購 読 料　月額 600 円（送料共）
○お問い合せ先　農業委員会事務局（TEL）948-6628

老後を楽しく！農業者年金

農地利用状況調査の実施についてのお知らせ

農業者年金は、農家の方からの要望により、国が創設した農家のための年金制度です。

　松山市農業委員会では、今年度は10月から 11月にかけて遊休農地の発生防止や解消、違反転用の防
止や早期発見のため、市内のすべての農地を対象に農地利用状況調査（農地パトロール）を実施します。
　このため、農業委員が農地を見回り、耕作放棄されている農地等の調査をします。各農地へ立ち入るこ
とやお話を伺うこともありますが、ご理解ご協力をお願いします。
　農地は食料の生産基盤である大切な資産です。また、遊休
農地は不法投棄や病害虫の発生、有害鳥獣の隠れ場所になる
など、近隣の農地や住民に大変な迷惑がかかります。
　農地をお持ちの方は適正な管理をお願いします。

お 問 い 合 せ 先
農業委員会事務局
農政担当（TEL 948-6628・6631） 

第16回JAえひめ中央ぶどう果実品評会

農業従事者なら広く加入可能
　60 歳未満の国民年金第 1 号被保険者で、年間 60 日以上農業に従事していれば誰でも加入できます。

終身年金で80歳までの保証付き
  年金は生涯支給され、万が一 80 歳までに亡くなられた場合でも、80 歳までに受け取るはずであった
額が遺族に支給されます。

税制上の優遇措置
  支払った保険料は全額社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税の節税になります。

最大月額1万円の国庫補助
  認定農業者などの要件を満たす方は、年金の掛け金に対して、
最大月額１万円の保険料補助を最長で 20 年間受けられます。

お 問 い 合 せ 先
農業委員会事務局
農政担当（TEL 948-6628・6631） 

大崎　啓三さん〔伊台〕
「今年は気候が厳しく大変で
したが、いいものができ、
大変嬉しく思っています。
これからも負けずに頑張り
ます。」と晴れやかな笑顔と、
早くも来年を見据えた熱い
眼差しで語られました。

　ぶどうの出荷最盛期
を迎えた9月6日（土）、
JA えひめ中央松山選果
場（本所横）で「第 16
回 JA えひめ中央ぶどう
果実品評会」が開催さ
れました。

松山市農業委員会会長賞受賞作品
「シャインマスカット」

　松山市農業委員会会長賞を
受賞された大崎啓三さん
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